
学習スタイル・優位感覚 アセスメント 
 
次の質問・分を読んで、直観で自分に当てはめてください。 
長く考えずに早くイエスかノーで答えてください。イエスと答えた質問の右の欄にチェックをつけてください。 
 
質問郡 A  (Auditory、優位感覚：聴覚) 
 

01 教科書の資料を読むよりも、授業を聞く方が頭に入る。 □

02 大声で読むと理解しやすくなる。 □

03 
言葉で伝えられたことをそのまま繰り返すことが簡単にでき

る。 □

04 声の調子や言葉に反応しやすい。 □
 
質問郡 B  (Auditory Digital、優位感覚：聴覚・言語タイプ) 
 

05 頭の中でいろいろ考えている時間が多い。 □

06 意味が通るかどうかにこだわる。 □

07 
新しい事実やでデータを関連づけたり、理解したりすることが

得意。 □

08 自分の気持ちは言葉の選び方で最も表現している。 □
 
質問郡 C  (Kinesthetic、優位感覚：触覚) 
 

09 
デモンストレーションやテクストを見るより、体験することが

好き。 □

10 実際に動いてみたり、調べたりすることによって理解する。 □

11 手を使った仕事をしたり、モノを作ったりすることが好き。 □

12 話をしているときは、常に激しく手を動かしている。 □
 
 

 
 
 



質問郡 D  (Visual、優位感覚：視覚) 
 

13 あとで思い返すため、メモをとっておく習慣がある。 □

14 
イラストや図を利用することによって上手く記憶することが

できる。 □

15 
話を聞くときは、話している人の顔の表情や身振り、手振りを

見る。 □

16 口頭で言われたことより、文面の指示の方がしたがりやすい。 □
 
 
優位感覚・結果 
 
 
質問郡 A  (Auditory、優位感覚：聴覚)      個 
 
質問郡 B  (Auditory Digital、優位感覚：聴覚・言語タイプ)    個 
 
質問郡 C  (Kinesthetic、優位感覚：触覚)      個 
 
質問郡 D  (Visual、優位感覚：視覚)       個 
 


